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平成30年11月４日 

 

福生市議会議長  杉山行男  様 

 
総務文教委員会委員長  乙 津 豊 彦 

 

 
平成30年度  福生市議会総務文教委員会視察報告書 

 

 
本委員会は、平成30年度行政視察を次のとおり実施しましたので、報告いたします。 

 

 
１ 視察日程 

平成30年10月25日（木）～26日（金） 

 

 
２ 視察先及び目的 

（１）  岐阜県各務原市 

かかみがはら寺子屋事業２．０について 

 
（２） 岐阜県岐阜市 

子ども司書について 

「みんなの森 ぎふメディアコスモス」について 

 

 
３ 視察参加者 

委 員 長 ： 乙津  豊彦 

副委員長 ： 三原  智子 

委 員 ： 佐藤  弘治 

委 員 ： 町田  成司 

委 員 ： 清水  義朋 

委 員 ： 池田  公三 

委 員 ： 原田  剛 

随 行 ： 高橋  直志 （議会事務局議事係） 
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岐阜県各務原市  視察 【10月25日（木）】 

 

１. 市の概要（平成30年4月1日現在） 

(1) 面 積 87.81平方キロメートル 

(2) 人 口 148,017人 

(3) 世 帯 数 59,108世帯 

(4) 概 要 

岐阜県の南部に位置する市。 

濃尾平野の北部に位置し、中山道の宿場町（鵜沼宿）として栄え、近年は自衛隊岐阜

基地などに関連する工業都市として、また岐阜市や名古屋市のベッドタウンとして発展を

遂げた人口で岐阜県第３の都市である。 

昭和38年４月１日に 稲葉郡那加町、稲羽町、鵜沼町、蘇原町が合併し各務原市が誕

生した。平成16年11月１日に 羽島郡川島町を編入し、平成20年３月人口15万人を突破し

た。その後減少に転じているが、10年間で2,000人減という状況である。 

名古屋駅からＪＲ東海道線で岐阜駅へ、名鉄岐阜駅から名鉄各務原線に乗り換え各

務原市役所前駅下車する。市役所前駅という駅名に親しみを覚えた。 

研修を始めるに当たっての議会事務局長からの挨拶の中で、難読地名だが読み方が

統一されていないと言われた。調べると、市名としては各務原・かかみがはらを採用して

いるが、公共機関ですら一貫していないという。各務原市民や近隣市町の住民の間でも

かかみはら、かがみはら、かかみがはら、かがみがはら、の呼称が使われており、一貫

性は無い。 

右から、議会事務局長、副議長（挨拶）、担当   駅舎の看板 

 

２. 視察概要 

(1) 視察地選定の理由 
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各務原市は全国市議会議長会基地協議会のメンバーであり、本年度東海部会の理事

を務めている。基地協議会に出席して読み方が分からない市と感じていた。 

市の施策の中に「かかみがはら寺子屋事業」という子どもたちの育成事業があり、興味

を持った。各務原市には航空自衛隊岐阜基地があり、川崎重工業をはじめとした宇宙航

空機産業のまちであることも分かった。そのため、市内に「宇宙博（そらはく）岐阜かかみが

はら航空宇宙博物館」があり、この度岐阜県との共同事業としてリニューアルオープンした。 

平成26年度から始まった寺子屋事業も平成28年度より事業を再編し、「かかみがはら

寺子屋事業２．０」としてバージョンアップした。 

そこで、本事業の内容、さらに宇宙博とのかかわりについて調査を行うことにした。 

 

(2) 調査事項 

① 事業を行うに至った経緯について 

② 事業の概要及び予算について 

③ 事業の具体的内容及び状況について 

④ 事業実施による効果及び課題等について 

⑤ 今後の取り組みについて 

⑥ その他 

 

(3) 調査概要 

上に挙げた調査事項を先方に送っておいたが、本事業は多くの注目を集めているよう

で視察も多いと聞いており、全10ページに及ぶ「かかみがはら寺子屋事業２．０」と題した

パワーポイントを印刷した資料が配付され、これに沿って説明を受けた。 

従って、調査事項ごとの説明はなされずパワーポイントを元に説明を受けたので、概要

はこれに沿ってまとめさせていただく。 

まず、各務原市議会副議長から歓迎の挨拶をいただいき、各務原市の概要の説明も伺

った。議長は市長とともに宇宙博で行われる催しに参加するため不在との説明も受けた。 

多くの資料が提示された。以下に一覧を示すが実物は議会事務局に揃えてある。 

 かかみがはら寺子屋事業２．０ （パワーポイント） 

 市議会だより （第172号（2018.11.1）、第171号（2018.8.1）） 

 議会運営に関する資料（平成30年４月） 

 その先、その次へ。（平成30年度各務原市予算の概要） 

 見てみよう 平成29年度 各務原市の決算状況 

 観光パンフレット 

以下に調査内容の概要をまとめた。 
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① 事業を行うに至った経緯について 

現市長の１期目の選挙時（平成25年）

のマニフェストに「子ども寺子屋事業の創

設」が述べられており、市長に当選した平

成26年度より「各務原寺子屋事業」が3つ

の事業でスタートした。具体的に、各務原

ものづくり見学事業、ふるさと歴史発見事

業、基礎学力定着事業である。その目的

は、地域で活躍できる人材を育成するとともに、郷土愛を醸成する、とある。 

平成27年度から１事業拡充された。内容は福祉体験学習事業である。 

平成28年度より事業を再編し、「かかみがはら寺子屋事業２．０」へ移行した。そのコ

ンセプトは、 

(a)  未来を担う子どもたちに「夢や目標」を持って成長してほしい 

(b)  郷土への「誇り」を持って成長してほしい 

(c)  「基礎学力」をしっかりと身につけてほしい 

(d)  体験活動を通じて「豊かな心」を養ってほしい 

であり、ポイントは 

４つのコンセプトの下、地域資源を活用し、地域の皆さんとともに子どもたちを見守り、

育て、夢を育む環境を作り上げることであり、寺子屋事業を通じて地域全体が子どもた

ちと一緒に成長し、地域の絆を強化することである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修の様子 
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② 事業の概要及び予算について 

後に宇宙博での説明資料にも引用されていた「かかみがはら寺子屋事業２．０の体

系」を以下に引用する。 

平成30年度の５つの柱に沿った６事業について、概要並びに予算について説明資料

から引用する。平成30年度予算の概要（本節の冒頭で紹介）によると、主な事業の誇り

（みんなで伸ばす！人づくり・地域づくり）の基本目標２（教育・文化・スポーツ）に分類さ

れ、６事業合計で12,360千円となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 事業の具体的内容及び状況について 

いくつかの事業について具体的に説明が行われた。 

(a)  基礎学力定着事業（小学生放課後学習室） 

市内全小学校で主に３年生を対象とし、本人・保護者の希望が条件。週１－２回

開催され１回は45分、基礎基本定着問題集（算数・国語）を利用。特別教室や公民

館等で実施し、地域の人が指導する。 

(b)  基礎学力定着事業（中学生放課後学習室） 

中学校全学年対象で、塾に行っていない生徒を対象とし、本人の希望制。年間

40回開催。基礎基本定着問題集や教科書等で学習し、教員ＯＢや教員を目指す大

学生等が指導する。 

(c)  福祉体験学習事業（小学生） 

高齢者施設体験コース、定員30名で内容はお年寄りのお昼ごはんの工夫を知

ろう、他。障がい者施設体験コース、定員30名で内容はパラリンピックスポーツを体
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験しよう、他。 

(d)  福祉体験学習事業（中学生） 

高齢者施設体験コース、定員20名で内容は福祉の専門家ってどんな人？、他。

障がい者施設体験コース、定員20名で内容は幸せと健康をつくるお仕事、他。 

(e)  ふるさと歴史発見事業 

歌舞伎の化粧「隈取（くまどり）」をプロの指導のもと、親子で体験する。場所は

村国座（各務おがせ町３）、参加は小学生の親子 10組、内容は歌舞伎の化粧「隈

取」化粧体験、「押し隈」体験、村国座見学。 

(f)  各務原ものづくり見学事業（小学生） 

６つのコースが設定され、各コース40人。子どもたちに本市の産業を支えるもの

づくりの現場を紹介し、経営者の思いを伝えることで地域への郷土愛や誇りを醸成

し時代を担う人材の育成を図る事などを目的に、企業の協力を得ながら実施。 

(g)  各務原ものづくり見学事業（中学生） 

２つのコースが設定され、それぞれ30人、20人。中学生は具体的に将来を見据

え始める時期であるため、企業説明や工場見学の時間を増すことで、“働く”ことの

やりがいを感じてもらい、職業観を育むとともに本市の企業で働くということを視野

にいれてもらう。 

④ 事業実施による効果及び課題等について 

各事業における参加者及び協力者の意見を報告されたが、全ての事業において肯

定的な内容となっており、効果は出てきていると思われる。 

特に、市内の工場を見学することにより、将来この地で働こうとの気運が醸成されて

いると感じた。 

⑤ 今後の取り組みについて 

その先、その次へ。ＧＯ！ＮＥＸＴと題した将来ビジョンでは、小学生から大学生まで

一貫した人材育成として、高校生向けに市内企業見学事業、大学生向けに航空機関連

企業バスツアー事業の構想もある。 

そもそも市長の肝いりの事業として始まったが、まだまだ若い市長とお見受けするの

で新しい試みも行われるのではないかと期待する。 

⑥ その他 

本事業は子どもの教育に係る案件、つまり教育委員会所管と思ったが、市長部局

（企画総務部企画政策課）から説明を受けた。説明では生涯学習は教育委員会ではな

く、市長部局が行っているとのことであった。 
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(4) 宇宙博（そらはく）の見学 

「かかみがはら寺子屋事業２．０」においてものづくり人材育成の一環で航空人材育成

事業として受け入れている航空宇宙博物館を見学させていただいた。 

この施設は、平成８年３月に「かかみがはら航空宇宙博物館」として各務原市の設置、

運営によりオープンした施設である。平成30年３月に、「岐阜かかみがはら航空宇宙博物

館（愛称：宇宙博（そらはく））」としてリニューアルオープンした。設置者は岐阜県＆各務原

市、運営は公益財団法人による指定管理者による。 

延床面積12,192㎡、うち展示面積9,421㎡で展示機体数は43機である。 

この施設で、ものづくり体験教室が開催される。目的は、紙飛行機とプロペラ模型の設

計・製作、実機見学・搭乗体験を通じて、航空機の仕組みを学び、次世代の航空機産業に

資する人材を育む、とある。また、対象者は小学５年生～中学３年生である。 

参加した子どもたちの感想は、おもしろかった、航空機産業に興味を持った、地元の会

社に勤めたい等であったという。 

市役所建て替えのため正面玄関で集合写真が撮れなかったので「岐阜かかみがはら

航空宇宙博物館」をバックに集合写真を撮った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

           航空宇宙博物館にて集合写真                 研修の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        学芸員から展示航空機の説明を受ける 

 

３. 視察成果のまとめ・所感 



 
8  

① 主な質疑 

 学力定着について、教材等は？また、学校との連携は？ 

⇒問題集は市でオリジナル版を作成、印刷も市。参加者は、学校を通じて募集、先生の

理解を得た上で行っている。 

 人材確保はどのように行っている？生涯教育との連携、企業等への働きかけはどのよう

に行っている？ 

⇒特に中学では素人では難しいので、退職者や学生のネットワークを通じて確保してい

る。地域ふれあいや夏休み子ども講座は生涯学習の人たちに学びの社会還元という考

えで協力を依頼している。また、好意的な企業を職員が回って依頼している。当市では生

涯学習、公民館事業は市長部局が担っている。10年ほど前、文化創造部を作り教育委

員会から切り離した経緯がある。 

 コンセプトの項に郷土への「誇り」とあるが、統一性はあるか？ 

⇒特に統一性は持ってはいない。幸せを実感できる街と表現しており、市の良いところを

気づいて欲しいという気持ち。 

 事業項目、予算額に対するブラッシュアップは？また、事業予算になっているのか？ 

⇒各担当課から提案する。また市長から指摘があればそれを担当課で事業化する。予算

化は各部署で担当する。 

 基礎学力定着事業について、会場等は全小学校区にあるか？ 

⇒小学生向けは全学校区にあり、中学生向けは平成29年度まで４カ所（平成30年度は６

カ所）。平成29年度の登録数は小学生が539名、中学生が144名である。 

 地域が気付き、教育してくれる人が増えているか？ 

⇒延べ企業数は増えている。理解するも安全面等で協力いただけない企業もあるが、実

感レベルにまで至っていない。 

 バスツアー等に参加する場合有料か？また、定員の充足状況は？ 

⇒午後にまたがる視察もあり、昼食費相当額をいただいている。充足状況はバラバラで、

定員の倍の申込みもある（この場合抽選）が、余裕のあるコースもある。 

② 委員長所感 

市長のマニフェストから始まった事業とのことで、具体的な成果について定量的な把握は

難しいと言うが、体験した児童・生徒の感想を聞くとそれなりの成果は出ているのではなかろ

うか。 

予算もそれ程掛かっていないと説明されたが、教材費や手当等が計上される基礎学力定

着事業でさえ、拡充されたとあるが956万円である。他の事業は消耗品費程度の予算で執

行されている。 

当市との大きな違いは、市長部局（産業活力部）で教育事業を行っている点であろう。い



 
9  

ただいた市政情報によれば、いきいき楽習課のいきいき楽習係の分掌は、生涯学習に関す

ること、社会教育委員に関すること、生涯学習関係団体の育成および指導に関すること、ラ

イフデザインセンターとの連絡調整に関すること、市民会館の管理に関すること、とあり、文

化振興係の分掌を見ると、芸術文化の振興に関すること、文化団体との連絡調整に関する

こと、とある。また、公民館の管理運営に関することも産業活力部の所掌になっている。 

最終目標は、地域の絆を強化すること。地域の良さを子どもたちに理解させ地域愛を育

む取り組みと理解した。 
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岐阜県岐阜市  視察  【10月26日（金）】 

 

１. 市の概要（平成30年4月1日現在） 

(1) 面 積 203.60平方キロメートル 

(2) 人 口 410,297人 

(3) 世 帯 数 173,179世帯 

(4) 概 要 

岐阜県の中南部に位置する中核市で、同県の県庁所在地である。 

北部には山林を有し、南部には市街地が広がっている。また市内を横切るように、北東

から南西にかけて長良川が流れており、市の大部分は長良川と支流の扇状地と自然堤

防地帯にあたる。 

観光ガイドによると、日本の中央に位置する岐阜市は、岐阜県の県庁所在地でありな

がら市内中心部を清流長良川が流れ、緑豊かな金華山がそびえるという自然にあふれ

た街で、1300年の歴史を誇る長良川鵜飼や織田信長ゆかりの岐阜城など歴史の街とし

ても知られており、昭和６３年に国際コンベンションシティーの指定を受け、国際会議観光

都市として発展を続けている、とある。 

 

２. 視察概要 

(1) 視察地選定の理由 

初日、各務原市において子どもの教育について視察を行ったことから近くの市において

特色のある子どもの教育を行っているところを捜したところ、岐阜市において子ども司書養

成事業を行っているとのことから視察の候補として挙がった。 

その後調べてみると、本事業は市立図書館で行っていることが判明し、市立中央図書

館が設置されている「みんなの森 ぎふメディアコスモス」の視察も岐阜市に申し込んだ。 

 

(2) 調査事項 

１．子ども司書について（子ども司書養成講座及び小さな司書のラジオ局について） 

① 事業を行うに至った経緯について 

② 事業の具体的な内容及び状況ついて 

③ 事業実施による効果及び課題等について 

④ 今後の取り組みについて 

⑤ その他 

２．「みんなの森 ぎふメディアコスモス」について 

① 事業を行うに至った経緯について 

② 施設について（理念・サービス、建築の特徴など） 
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③ その他 

 

(3) 調査概要 

子ども司書養成事業が図書館で行われていること、ぎふメディアコスモスを視察すること

から、説明はメディアコスモスで行うことになった。建設中の新庁舎工事現場を横目にメデ

ィアコスモスに着いた。入った途端その大きさ、豪華さに驚いた。 

上に挙げた調査事項を先方に送っておいたが、本事業は多くの視察が行われるようで、

メディアコスモスに関しては全４ページに及ぶ視察のしおりが配付され、子ども司書に関し

ては単発の資料並びに詳しいパワーポイントが示され、これに沿って説明を受けた。 

従って、調査事項ごとの説明はなされずパワーポイントを元に説明を受けたので、概要

はこれに沿ってまとめさせていただく。 

まず、メディアコスモスについて館長から説明を受けた。 

図書館長が遅れて到着し、子ども司書について説明を受け、その後２階に上がり図書

館について現地説明を受けた。 

特に図書館については公募で採用された館長が特定任期付職員として活躍している。

世界的にも著名な建築家が建てたハードと図書館長の推進するソフトがうまく融合した施

設と言えるのではなかろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修の模様（メディアコスモス館長）              研修の模様（図書館長） 

 

多くの資料が提示された。以下に一覧を示すが実物は議会事務局に揃えてある。 

 みんなの森 ぎふメディアコスモス 視察のしおり 

 図書館関連資料 （５点） 

 みんなの森 冊子、リーフレット（３点） 

 

１．子ども司書について（子ども司書養成講座及び小さな司書のラジオ局について） 

① 事業を行うに至った経緯について 

「子ども司書養成講座」は、子どもたちが図書館で働く人の仕事について学び、読書
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の素晴らしさを友達や家族に伝えられる、「本と人とを結ぶリーダー」になることを目的と

して始まり、図書館開館１年目から続いている。子ども司書を学校に戻して行き、地域

の子ども会等でも活躍して欲しいとの意図から始まった。 

「小さな司書のラジオ局」に関しては、自分が社会の中で発信するということはどうい

うことなのか。その責任を含めながら、大人になっていく段階でも、ちゃんと大人に面と

向かって自分たちの表現をぶつけていくということはどういうことなのか、ということを、

一緒に考えてもらいたいということ。これから子どもたちが大人になるまで、18歳になる

までずっと付き合っていけるような仕組みを、「小さな司書のラジオ局」（FM 放送）という

形で、スタートした。 

② 事業の具体的な内容及び状況ついて 

子ども司書養成講座は20人の子どもたちを集め、夏休みの4日間集中講義を行う。

館長自らも講義を行うが、司書の仕事に関しては東海学院大学のアンドリューデュアー

教授が講師を務める。子どもが読み聞かせをできるようになる。 

毎回応募者は定員の4倍程度集まるが、抽選で20名に限定している。これは図書館

のキャパシティーの問題とか。今年で４期目を迎え、子ども司書は80人になった。 

小さな司書のラジオ局は、地域ＦＭ局から月１回の枠をもらい、現在までに20本以上

の番組を作り上げた。企画から取材、原稿作成も全て子どもたちだけで行い、現在台本

も作らずに放送している。遊びながら学んでおり、とても積極的に活動している。 

③ 事業実施による効果及び課題等について 

先日図書館の全国大会をメディアコスモスで開催したが、10名の子どもたちも壇上に

上がり本日の視察研修で使ったパワーポイントをもとに説明してくれた。 

館長は、子ども司書を育てるということは、10年先を見ているわけです。いわゆる情

報のリテラシーです。メディア・リテラシーもその中には入っています。と言われたが目に

見える効果はこれからではなかろうか。 

④ 今後の取り組みについて 

中央図書館の今とこれから（２０１８）を次ページに示すが、館長が教育長に示したと

いう２０１６年版と比べると項目が追加されている。館長が目指す市民に寄り添った、身

近な「滞在型図書館」に向かって取り組みは続くものと確信する。 

⑤ その他 

講義の中でも、岐阜中央図書館について熱く説明してくれた。講義が終わって２階

（図書館）に上がり、細かく説明を伺ったが素晴らしい図書館、事業であった。 
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              館長が描く「中央図書館の今とこれから ２０１８」 

 

２．「みんなの森 ぎふメディアコスモス」について 

① 事業を行うに至った経緯について 

市の中心市街地に位置する岐阜大学医学部等跡地において事業展開している「つ

かさのまち夢プロジェクト」の第１期として、「知の拠点」の役割を担う市立中央図書館、

「絆の拠点」となる市民活動交流センター、多文化交流プラザ及び「文化の拠点」となる

展示ギャラリー等からなる複合施設で、世界的にも著名で、建築界のノーベル賞と言わ

れるプリッカー建築賞を受賞した建築家、伊東豊雄氏と共に建築を進めた施設です。

（視察のしおりの説明より） 

平成22年度、基本計画（岐阜大学医学部等跡地利用計画）を策定、第１期として複

合施設（中央図書館・交流センター・ギャラリー等）、第２期として行政施設（市庁舎：建

設中）、第３期として市役所跡地に（仮称）市民文化ホール（想定）とした。 

第1期は資質評価型プロポーザル方式で設計者を選定した結果、伊東豊雄氏に決ま

った。平成25年７月に工事着工、平成27年2月24日に建物完成、平成27年７月18日に

開館した。平成29年２月来館者200万人達成した。 

事業費は、総額125億円で建物の建築費は約60億円、財源は国庫補助金（社会資

本整備総合交付金（市街地再開発事業）：約39億円、基金：約26億円、合併特例債：約
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67億円、一般財源：約４億円となっている。 

中心市街地の活性化への波及を狙い、図書館の設計には子どもたちの意見も取り

入れたという。 

② 施設について（理念・サービス、建築の特徴など） 

施設の概要は、平成27年７月18日に開館、施設の理念は、「根から知を 枝葉でふ

れあい花さかせ 明日への種を創り育む」とある。 

 知の拠点 

市立図書館（キーワード「滞在型図書館」、最大所蔵可能数90万冊、座席数910席） 

 絆の拠点 

市民活動交流センター、多文化交流プラザ 

 文化の拠点 

ホール（230席）、展示ギャ

ラリー、オープンテラス 

 

施設の特徴として、 

 オープンな空間 

全体に壁が少なく、一体

感を生み出すような視覚

的関係を内外に創り出す

「まち」のような建築                     建物の構造図 

 木製格子屋根（←大きな家） 

構造面、意匠面、環境面でも十分な性能を持つ木構造の屋根 

 グローブ（←小さな家） 

昼：上部トップライトからの自然光を柔らかく室内に拡散 

夜：グローブ内の照明のシェード 

上部の開閉式の水平窓を開ける ⇒ 自然な風の流れを生み出す 

 環境への配慮 

豊富な長良川の伏流水    ⇒くみあげた地下水温度を利用した熱源計画 

全国的に日照時間に恵まれた特性 ⇒太陽光・太陽熱を十分に利用 

床面からの輻射による冷暖房方式  ⇒体感的に快適で気持ちの良い空調 

③ その他 

職員数は、市長部局（市民参画部）が38名、教育委員会（図書館）が71名で内司書

は64名（正規職員9名）である。 

また、図書館と学校との連携については次の図を参照。 
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                   図書館と学校との連携を表した図 

 

以下にメディアコスモスでのスナップ写真を示す。これだけではこの図書館の特徴を

とても示せないし、視察のテーマである子ども司書については実際にはみることができ

なかったので写真はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           正面玄関前で集合写真              図書館へはエスカレーターで 
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ＹＡ（ヤングアダルト：中高生）コーナー           子ども司書が富山市に行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

    にゃんこカート（本をお腹に詰めて学校等に）       ベビーカーや小さな子どもも 

 

４. 視察成果のまとめ・所感 

① 主な質疑 

 メディアコスモスの運営費は年間いくら掛かっているか？ 

⇒約８億円、内人件費５億、維持管理費３億円であり、全て市費である。なお、子ども司

書に関しては殆ど掛かっていない（10万円以内）。 

 子ども司書が学校に在籍している間の活動は？高校生、社会人になったときは？ 

⇒あまり目立たない子だったのに生徒会の役員をやったり活発に活動している様子も伺

える。中学生になっても部活動を抜けて参加する子もいる。高校生になるとボランティア

スタッフ（ＯＢ）として参加しているが、将来別の組織が必要かも知れない。 

 学校の司書と子ども司書の連携は？また、学級文庫における子ども司書の役割は？ 

⇒子ども図書係なので子ども司書としての活動は分からない。司書の交流に図書館司書

も加わっているので、学校の様子は入ってきている。学級文庫の活用は先生方とやらな

ければならないのでこれからの課題と捉えているがそこまで行って欲しいと思う。 

 この場所は大学の跡地ということで元々アカデミックな雰囲気があったのか？また、雰囲

気というものは作れるものだろうか？ 
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⇒つかさの森（司っていた）＝アカデミックかどうかは分からない。つなげていくということ

（Ｆｉｎｄｅｒ）と考えており、観光やまちづくりにも図書館が行うテーマだと考えている。 

 子ども司書の対象はなぜ４年生からなのか？ 

⇒５年生からでもよかったのかもしれないが、４年生でも積極的な活動をする子がいる。

３年生以下はリテラシー（読解記述力）が不足する。 

※以下現地視察後 

 本棚の高さは設計時からこのようだったのか（大人の目の高さより低い）？ 

⇒そのとおり。ハードの設計士がこの人（伊東豊雄氏）で良かった。あとはソフトの問題。 

 まちなかツアー（街中のお店に簡単な書庫を置いて貰いその店に適した本を置き、貸し

出しているが、それらのお店を巡るツアー）の開催頻度は？ 

⇒年に１回。書店や古書店もトークに参加して貰っている。子ども司書も外に出している。 

 図書館の面積は2,000坪と聞いたが、もっと狭くても（半分の大きさでも）できるか？ 

⇒勝負はソフトなのでできると思う。しかし、広い（複合）施設は増えてきている。 

 市民一人当たりの蔵書数は？ 

⇒現在47万冊で人口は約41万人なので。 

② 委員長所感 

ともかく立派な複合施設であった。特に２階部分を使った図書館は実に開放的で館長が

仰るように子どもたちを大切にした図書館である。小さい子どもが横になって本を読める（見

る）コーナーやほぼ毎日行われる読み聞かせコーナー、また外に出て行く図書館ということ

で猫（初代は犬）の形をした「お話リアカー」と呼ぶ本運搬機は素晴らしい発想。 

また、共読という概念もおもしろかった。本はひとりで読む（個読）ものではない、読んだ感

想等を他人
ひ と

に伝える。共読のコーナーがあり、自分で読んだ感想を札に書いてその本と共

に展示する。他人がそれを見て興味があればその本を借りる。ちなみにこのコーナーの８割

ほどの本が貸し出し中（本が棚にない）であった。 

その他、図書館から広がるコミュニティーの形成に腐心している様子がそこら中に見られ

る。公募により就任した図書館長だがとてもアイディアに飛んだ方で、設計士とのマッチング

も素晴らしいと感じた。館長も仰っていたが、新しい図書館の姿なのかもしれない。館長が目

指している（教育委員会でも認めているので、岐阜市が目指している）図書館の姿が見えて

きていると感じた。 

帰って調べると、子ども司書は前日お邪魔した各務原市でも始まった事業とのこと。子ど

も司書養成講座を受講して晴れて司書となった子どもたちの将来が楽しみである。 

福生市において図書館建て替えの計画が起こったならば是非参考にしたい図書館と感じ

た。 

 


